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2004年台風6号（DIANMU）による

近江八幡市の風災害
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2004年台風6号（ DIANMU ）による

近江八幡市の風災害

• 2004年6月21日頃台風が接近，

通過

• 彦根気象台 同日13時頃

– 最大風速 16 m/s
– 最大瞬間風速 32 m/s

• 新幹線の架線に屋根葺材が
飛来する被害が発生した。

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

被害発生地点と気象台位置

 

彦根地方気象台

被害発生地点気象台

被害の状況

最大風速の風向

屋根葺材の取り合い部分 その他の被害（１） 小学校

渡り廊下の窓破損（風上面のみ） 屋上避雷針の破損
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その他の被害（２）

資材置き場の（軽量）壁材の
飛来による，在来線へ衝突

デパート連絡通路（歩道橋）屋根の飛散

被害の特徴

• 新幹線に飛来した屋根は，従来の屋根に断熱材を施
したものを覆う形で設置されたが，従来屋根との接合
が不十分であったと考えられる。

• 資材置き場の比較的軽量で，受風面積の大きなもの
が飛散し，2次的被害を生じた。


